
在留外国人と言語（第14講）
国際観光都市と多言語



この講座で学ぶこと

 観光で必要とされる多言語化と在住外国人に対して要求される言語の違いを知
る。

 観光客への言語サービスが、定住する外国人（在留外国人）への言語サービス
にどのように貢献しているか知る。

 京都での例を知ることで、多言語の必要性を意識する。



訪日外国人･出国日本人数の推移





言語サービスの充実

 観光客向けの言語サービスの充実が、在留外国人への言語サービスにつながる。

 英語表記や中国語や韓国語の表記の増加は、それらの言語を理解する在留外国
人への利便性の増加につながる。

 さらには、日本人で視力の弱った高齢者などへの分かりやすさにつながる。



観光都市としての京都

 多くの日本人が一度は訪れたいと思う観光地がたくさん
ある。

 京都の魅力の一つとしては、観光都市として多くの寺社
の存在があげられる。

 外国人にとっても京都は有名な観光地として知られてい
る。
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京都観光総合調査 京都市産業観光局

 外国人観光客満足度調査

 外国人の宿泊客数は史上最高の113万人

 台湾、アメリカ、中国、オーストラリア、フランス
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外国人観光客満足度調査

 回答者の9割が満足と答える。

 その理由として、以下の点を示している。

 街のきれいさ、清潔さ

 治安

 寺院･神社、名所･旧跡の素晴らしさ

 しかし、近年はオーバーツリズムの弊害で、地元住民からは不満の声が出てい
る。
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不満な点

 （１）言語、案内、標識（英語が通じないのでコミュニケーションが
とれない。観光地に中国語、英語の案内がない）

 （２）物価（寺、神社の拝観料が高い。交通費が高い）

 （３）寺院・神社、名所・旧跡（観光地が閉まるのが早い。観光地に
ゴミが落ちている）

 （４）電車・バスなどの公共交通（バスと地下鉄の地図がとても理解
しづらい。公共交通の乗換が難しい）

 （５）宿泊施設（ホテルを見つけるのに苦労する。ホテルからの景色
がよくない）
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外国人にとって魅力ある町へするには
(色々な意見：アンケートから）

 １ 京都の人々が英語を話せるようになればいい。

 ２ バスや列車で英語のアナウンスをするようにする。

 ３ 英語のパンフレットをたくさん作ればいい。

 ４ 外国人の人々に割り引きサービスをすればいい。

 ５ 外国人の人に分かりやすい看板や標識を立てる。

 ６ 外国人向けのインフォーメーションサービスを充実す
るべきだ。

 ７ 外国人向けのイベントを行うべきだ。





⑤観光案内を充実すること。

 観光立国行動計画

 Visit Japan Campaign

 外国人住民→在留外国人

 外国人観光客→短期滞在

 外国人観光客のために、道路標識や掲示を充実

 ↓

 それは、同時に外国人住民にも便利になる。





ウエブサイトやWi-Fiの充実を望む声があ
る。

 IT時代を反映して、道順の検索、自分の希望する訪問地、翻訳･通訳サービス
をIT機器を使っておこなう。

 それに対応した変化が必要である。



課題

 自分の住んでいる町で外国人観光客向けにどのような言語サービスが提供され
ているか調べてみよう。

 いわゆる観光地を1つ選び、外国人観光客を迎入れる方策がどのように行われ
ているか現地調査をおこなう。


